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生活科は,「遊びも学習」というように,遊びを

重要な学習活動の一つとして位置づけている。この

点で,生活科は,他の教科には見られない特質を

持っているといえる。幼少期の子どもの生活の中心

は遊びであり,彼らは遊びの中で,達成感,挫折

感,葛藤,充足感等を味わい,人との交流を様々な

形で体験するなど,心身の調和のとれた発達の基礎

をなす経験を積み重ねていく1)。そのため,遊びにつ

いて考えることは,生活科を実践していく上で極め

て重要である。

生活科が設定されるまで小学校では,遊びを学習

とは考えてこなかった。これは,「よく遊びよく学

べ」と言われ,遊びと学びは別のものと考えられて

きたことからもわかる。学校は勉強する場所であ

り,学校での遊びは,子どもの授業以外の時間の楽

しみという程度にしか認識されてこなかった。学校

において,遊びはむしろマイナス的な存在と考えら

れてきたのである。

今日,遊びを授業に取り入れることについては,

少なくとも生活科においてはほとんど抵抗はなく

なってきた。 しかし,一部では,未だに遊びの重要

性が認められておらず,「子どもをただ遊ばせてい

るだけで何が育つのか」「そもそも,授業で遊びが

成立するはずがない」などの声さえ聞かれることも

ある2)。生活科での遊びの実践は,しばしば,子ども

の興味や関心などとは関係がなく,教師の側から一

方的に与えられるものであったり,何らかの指示や

命令の下で行わせるものであったり,あるいは全く

の放任の形で何の配慮や支援も与えずに行わせるも

のであったりすることが見受けられる3)。教師は,ど

のように子どもの遊びをとらえたり,デザインした

りすべきか,そして,どのように彼らにかかわるべ

きか,考えておく必要がある。

本小論は,子どもにとっての遊びの意義や,遊び

の質を高めるための方略について,子どもの参加の

観点から考えるとともに,生活科における遊びや教

師の支援の在り方について論ずる。

|| 生活科における遊びの意義と役割

既に述べたように,生活科では,遊びを重要な活

動のーつとして位置付けている。子どもに求められ

る遊びは,子どもが自由に,主体的に活動する遊び

である。しかし,特に生活科においては,結果が重

視され,教師をはじめとするおとなによってコント

ロールされ,主体性がほとんど無視される「真面目

な遊び」を求められることもしばしば見受けられ

る。一口に遊びといっても,前者の遊びと後者の遊

びには質的な違いが存在することを認識しなければ

ならない。

子どもの遊びについての定義は,様々なものがあ

る。木村(2003)によれば,遊びは,「きっかけ自体

が人間の内発的な動機付けに基づいており,活動自

体が目的であるもので,その知識や技能が構成員自

身の集団において伝承され,活動として展開された

もの」‘)である。つまり,遊びは,目的や見通しが

あっても,結果は問われない活動であり,誰からの

直接的な指示や命令や制約を受けない,子どもが自
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発性を持って取り組む活動である。そして,彼らは

遊びを通して知識,技能をはじめ自主性や人とのか

かわり方や駆け引きの仕方など,様々なものを自発

的に学んでいぐ)。

近年,子どもの遊びは,質的に変化している。そ

の主な要因としては,子どもの数が減少したことに

加え, 1980年代に登場したテレビゲームが挙げられ

る。テレビゲームに代表される一人遊びの増加によ

り,彼らは,おとなや友達とかかわったり,諸感覚

を働かせて周囲の環境や文化にかかわったりする機

会をほとんど失っている。

生活科における遊びは,テレビゲームに代表され

る一人遊びだけではなく,集団の中で多くの人とか

かわり,対象に直接働きかけるような主体的,創造

的,相互作用的な遊びであることが求められる6)。こ

こでは,このような遊びを,「質の高い遊び」と定

義する。

幼少期の子どもは,本来,このような遊びを好

み,ひとたびこのような遊びの機会が提供される

と,夢中になって没頭する。しかし,様々な制約に

より,彼らの遊びの機会は制限されている。このよ

うな状況の中で質の高い遊びを実現するための方略

について考える必要がある。

||| 幼少期における参加と学習

幼少期の子どもの遊びの質を向上させるために

は,彼らの能力や発達について考え,遊びを通して

将来の参加や学習につながる価値ある経験をさせる

必要がある。この手がかりとなるのが,リズ・ウッ

ド(IJZ Wood)の「幼少期における参加と学習」であ

る≒これは,遊びだけに適用されるものではない。

しかし,子どもにとっての最大の参加の機会となり

得る遊びにおける重要な視座を与えてくれる。

1 参加の意味

入間は,生まれてからおよそ8歳になるまでの間

が,身体的な発育や学習および発達についての最大

の形成期である。この長期に渡る子ども時代は,社

会の複雑さを理解しその中で生活するための本質的

な準備期間である。そのために,この時期の子ども

は,社会における自分自身のステータスを自らの力
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で獲得するための学習をせねばならない。 しかし,

子どもは小さなおとなではない8)。西洋社会において

は,子どもは純真なものであるという信念が存在す

る。そのために,おとなは,子どもに責任を負わせ

ないような自由な方法で参加させることを許す。し

かし,このような見解は,子どものステータスを衰

えさせるばかりか,子どもが考えたり学習したりす

る力強い本質,そして自分自身や自分の経験につい

ての意見や考えを形作る能力を過小評価することに

もなりかねない。

オードリー・オスラー(Audrey Osier)(1996)は,

子どもの参加において,ロジャー・ハート(Roger A。

Hart)(1992)によって考案されたモデルに基づく

様々なレベルが存在すること,そして,本物の参加

がおとなによってデザインされたプロジェクトにお

ける予定された役割を演じるといった子どもの踊り

やパアオーマンスなどと混乱されるべきではないと

主張する9)。ハートのモデルにおいて,参加を励ます

真の努力には,交渉,計画立案,相談,情報が与え

られた上での知覚,そしておとなと子どもの間の共

有された意思決定が含まれる。おとなの関与は必要

である。しかし,これは支援的で,子どもに可能性

を与えるものでなければならない。例えば,仲間と

協力して調査したりインタビューしたり,葛藤を解

決したりするといった特定の技能を教えるというも

のである。また,より高度な方法で参加できるよう

に彼らを励ますことによって,彼らには,権利,役

割,責任について学ぶことが要求され,形だけでな

く,本物のエンパワーメント1o)が与えられる。

高いレベルの参加は,見解や責務を持った教師,

保護者やその他のおとなたちの支援によって達成さ

れる。子どもが意見を聞き入れられたり,地域社会

に首尾良く参加したり,自己効力感を発達させたり

する必要性や権利は,学校教育のすべての段階にお

いて関係している。幼少期から成人期に至るまで,

継続的に参加のレベルを増大させるためには,以下

の3つの点に注意せねばならない¨)。

第一に,子ども時代についての空想的な見解に

よって,彼らが劣等者扱いされてきたことを理解す

る必要がある。第二に,子ども時代が,複雑で連続

的な学習過程の一部としてだけではなく,それ自体

の時期として評価されなければならない。子どもが



この時期に獲得する知識,技能,そして態度は,将

来においてだけでなく,この重要な段階における潜

在力の獲得を可能にする。第三に,幼い子どもが,

様々な地域社会における活動的な市民であり,自分

の権利や責任について学ぶ能力のある学習者である

と見なされるべきである。

つまり,彼らには,子どもである時間が必要であ

る。そして,彼らが家庭や学校で受ける教育は,何

かになるための過程として見られるだけでなく,そ

の時点の状態に焦点が当てられなければならないの

である。

2 参加のための学習

幼い子どもは,活動的であり,社会的であり,強

い好奇心を持っている。そして,彼らは生まれたと

きから,家,学校および地域の様々なグループを含

む,多くの異なった社会集団やその活動,そしてコ

ミュニティに,彼らの生活において重要なおとなた

ちと一緒に参加している。つまり,彼らは,自分が

生活する社会について理解したり,アイデンティ

ティを形成したりする活動的な参加者であり,その

過程において,彼らは,一人の市民として他の人々

とかかわり,様々なコミュニティの中で首尾良く参

加できるように,自分自身について学んでいる。

すべての子どもの学びは,社会的,歴史的,文化

的な要因によって影響を受ける。子どもの早期の学

習の多くは肯定的であり,彼らに様々な可能性を与

える。しかし,否定的で,挫折を感じるような経験

は避けられない。否定的な学習の経験は,他の人々

に対する反社会的な行動を引き起こす可能性があ

る。そして,このような行動は,乏しい自尊心と貧

相な自己像と言い換えることができる。そのため

に,早期の子どもの学習経験は,彼らのアイデン

ティティに成人期まで永続的に影響を与え得る。

子どもは,社会的な責任と結びついた適切な行動

や様々な技能の広いレパートリーを,自分の生活と

は異なった社会的,文化的な文脈に適応するために

獲得する必要がある。同時に,彼らはおとなによっ

て支配された世界の中で,無力から生じるフラスト

レーションを伴う恐れや葛藤および嫉妬といった難

しい感情に対応することを学ぶ。子どもの能力を過

小評価する教育者は,肯定的な行動や感覚を重視す
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る「赤ちゃんにとって安全なカリキュラム」12)を提

供する可能性がある。このことは,いじめ,死,児

童虐待等の否定的でしばしば有害になり得る経験を

無視することになる。子どもは,相対的に未成熟で

経験が少ない。しかし,子どもにこうした感情に対

応する能力がないことと同一視されてはならない。

赤ちゃんにとって安全なカリキュラムは,このよう

な経験の影響や子どもが自分自身について対応する

能力を否定することによって,彼らを劣等者扱いす

ることにつながる。

彼らは,これらの中で首尾良く参加するために,

様々な複雑な役割や取るべき行動を学び,社会的な

技能や理解を獲得する必要がある。子どもにとっ

て,首尾良く参加できるように学ぶことは,肯定的

な自己感覚の発達の基盤となり,彼らは,自分自身

の意見や考えを表明したり,よく考えた上で選択し

たりすることが可能になる。

幼い子どもは,既に意見や考えを持っており,家

族や広い教育的な環境における社会正義の原理をす

ぐに学ぶ。そして,おとなが,自分たちの利益の支

持者として問題に取り組み,自分たちの意見に耳を

傾け,それを受け入れるために介在していることを

期待している。子どもの意見には,社会的,文化

的,そして感情的な要因が大いに含まれており,こ

れらの意見すべてに耳を傾けることは難しい。しか

し,それは,教育者にとって,子どもの知覚や経験

を理解したり,参加やエンパワーメントを含むカリ

キュラムを開発したりすることに役立つ。あるレベ

ルでは,制度的な実践を見直す必要がある。また,

別のレベルでは,問題に取り組むための,社会的・

対人的な技能や,葛藤を解決する方略を学ぶ必要が

ある。このような技能は,学校やより広い地域社会

における積極的な市民性の獲得に必要不可欠であ

る。

子どもの関心は,社会的,感情的,認識的な内容

を持つ異なった問題を越えて,大きく広がってい

る。これらは,「自己感覚の発達」「家族,友達,

そして他のおとなたちとの関係を築くこと」「帰属

意識のための肯定的な自尊感情のための必要性」

「ローカルおよびグローバルなレベルの環境問題に

ついての関心」を含んでいる。このような関心を通

して,彼らは,しばしば正式な学校教育の限界をは



るかに超えて広がる知識や興味を発達させる。しか

し,それは,規制された,詰め込み式のカリキュラ

ムにおいては評価されないかもしれない。おとな

は,動機付けや興味を利用することや,社会正義や

社会的凝集性の肯定的なモデルを与えることで,彼

らが民主的な社会で市民として参加し,学習するこ

とを支援する重要な役割を担っている。

3 幼い子どもにエンパワーメントを与える方略

ナットブラウン(Nutbrown) (1996)は,幼少期の教

育者は,子どもの権利と責任について教育する責務

を持っており,子どもが自分の責任について学ぶこ

とを支援しなければならないと主張する13)。そのた

めに,おとなは,子どもを保護しすぎたり,もしく

は,一方的に子どもに提供したりすることを避けな

ければならない。このことが,子どもの日常の経験

において現実のものとなるには,確かな方略や条件

が必要である。これらは大まかに3つに分類できる1

4)。つまり,教育者の役割,子どもの学習,そして提

供されるカリキュラムである。

第一は,教育者の役割である。これは,幼少期の

経験の本質的な基礎である。アエインバーグ

(Feinburg)とマインデス(Mindess) (1994)によれば,

教師は,子どもにエンパワーメントを与える責任を

持ち,子どもは,知的で活気に満ちていて,情報を

与えられ,応答的で,想像力豊かで,発生的で,刺

激的である必要があるという15)。教師にとって,文

化や学習における違いを受容し理解する潜在能力,

確かな技能をモデルとする能力,子どもとコミュニ

ケーションし相互作用する力(説明,質問,調査,

類推,支援,賞賛等の提供)すべてが重要である。

さらに,教師はこれらの価値観を子どもにまで広げ

なければならない。そうすることで,彼らは,自分

自身の学習に責任を負っていると感じ,知的に機敏

で応答的になる基礎的な技能や態度を獲得する。

したがって,教育者は,参加やエンパワーメント

の概念や,子どもに必要な技能や方略を教えるため

の教育的な知識を持つ必要がある。そして,子ども

にとって意味ある学習の機会を創り出す能力が求め

られる。また,教育者は,子どもが地域社会やより

広い世界の問題について理解できるように,子ども

を励ます責任があることについて認識しなければな
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らない。

第二は,子どもの学習である。子どもは,自立

し,自発的な学習者となり,創造的に考えたり,自

分自身の活動を決定したり立案したりできるよう励

まされるべきである。自立は,しばしば,活動や素

材,そして遊び仲間を自由に選択できるような遊び

の中で育てられる。

遊びにおいて子どもは,共通の目標に向けて,友

達の意見を聞いたり,交渉したり,アイデアを出し

合ったりする熟達した学習者である。幼少期の子ど

もも,社会的,感情的,認識的な技能についてある

程度理解している。

このことは,質の高い遊びの経験が,どのように

いくつかのカリキュラムの要素の構築へと子どもの

参加を支援できるか,そして,社会的でモラル的な

理解に基づく意思決定の発達を促進させられるかを

実証する。

構造化された学習環境においては,しばしば,学

校システムの中での最も幼い学習者に,自分自身の

学習を計画し,それを進めるための交渉に参加する

実質的な責任が与えられている。しかしながら,こ

のアプローチには,多くの問題が存在している。幼

い子どもは,必要とされる社会的,認識的,そして

操作的な技能に欠けるため,カリキュラムにおいて

与えられる一定の自立を享受できないことがある。

また,彼らの学習を支援するおとながいないために

失敗することもある。

幼少期の子どもは,自立したり,選択や決定をし

たりするために必要な技能や方略を教えられる必要

がある。そして,教師と子どもとの意図のバランス

を取ることも重要である。そのためには,教師に,

子どもの学習への様々な支援が求められる。

第三は,提供されるカリキュラムである。幼少期

において,子どもを中心としたカリキュラムの概念

について,口先だけで同意することは簡単である。

異なった遊びの活動や遊びの資源が提供される教室

において,彼らは選択や自律性を与えられる。しか

し,教育者によって,これらは制限されることがあ

る。例えば,すべての活動が期間ごとに配列されて

いて,子どもが何かを選択したり,別の領域の素材

を混ぜ合わせたりすることが許されない活動であっ

たり,教師が活動を押しつけ,子どもが教師の指示



を待つているような,本物の参加や意思決定のため

の機会がほとんど与えられない活動である。

子どもは,カリキュラムの構成に参加するべきで

ある。そのためには,彼らが,交渉したり,考えを

説明したり,資源を共有したりするために学習し,

子ども同士や助け合いながら,自立的,相互作用的

の両方で取り組むようにする必要がある。

また,幼い子どもによる参加は,教えられてきた

カリキュラムを越えて広げる必要がある。その中

で,学校環境は,市民性に不可欠な協働や交渉の技

能を励ますことができる。

4 これらのアイデアを現実のものにする提案

以上の方略および条件を現実のものにするために

は,次のような項目別のガイドラインがある16)。

①子どもが選択や意思決定をする技能の獲得できる

ようにすること

子どもが発言権を持ち,彼らの意見が聞かれ,受

けとめられることは,彼らの参加やエンパワーメン

トの基礎的な土台である。彼らの声を聞くことは,

感情的,もしくは空想的に捉えられるべきではな

い。これは,教育によって彼らの思考を促したり,

発達させたりすることへの重大な貢献であると見る

べきである。子どもが,他者によって有能で価値が

あるように見られていると感じるためには,教育者

によって,彼らの肯定的な自尊心や自己効力感が励

まされなければならない。

そのために,教師は,子どもが既に持っている偏

見や固定観念を疑う必要がある。そして,それを子

どものカリキュラムに反映させなければならない。

その過程では,教育者の注意深い分析や研究が必要

になる。このようなカリキュラムによって,子ども

の参加の機会は広がり,彼らは様々な技能を獲得で

きる。

②子どもが他の人の決定による影響を熟考できるよ

うにすること

子どもは,身近な人々の声に耳を傾けることがで

きるように教育される必要がある。このことは,彼

ら自身の考えが,交渉や協働を通して,評価され,

身近な環境に変化を与え得ることがわかる雰囲気に

おいて可能になる。この枠組みの中では,妥協の方

法は不可欠である。なぜなら,民主的なコミュニ
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ティにおいて,妥協は生活の一部だからである。し

たがって,彼らは,順番を守ること,資源を共有す

ること,将来の計画を立てること,支援を求めるこ

と,考えを交換すること,そして,問題解決の方略

を使うことについて学ばなければならない。幼い子

どもが直面する問題は,認識的,社会的,感情的も

しくは物質的な本質になり得る。そして,それは,

幅広い技能や方略のレパートリーを要求する。

スィラージ・ブラッチアオード(Siraj-BIatchford) (1

995)が主張するように,子どもは,不条理な社会に

おいて,公平に互いを扱うよう教育される必要があ

る17)。他の人の意見を聞き,理解し,活動に参加

し,他の人との違いを受け入れることは,基本的な

特質である。彼らは,何よりも,失敗や拒否される

ことを恐れずに,物事を試したり,危険を冒した

り,自分の決定を適用する準備ができていたりする

というような自信を必要とする。

③子どもが選択し決定できる学習環境を与えること

参加やエンパワーメントのための技能を獲得する

ためには,教師によって与えられるカリキュラム

や,彼らによってデザインされた経験が必要であ

る。交渉されるカリキュラムにおいて,相談の過程

は,教師と学習者との間の相互関係を確かにするの

に役立つ。このことは,子どもが規定されたカリ

キュラムヘアクセスすることへの責任の放棄を意味

するのではない。あらゆる環境において,教師は,

子どもの関心や選択を反映し,学習環境を構造化

し,提供する。重要なことは,子どもの選択の本質

的な広がりであり,その選択に応じられる教師の能

力である。

④子どもの選択や決定を可能にすること

子どもは,自らの学習や発達における活動的な参

加者であるが,彼らは同時に学び方を学習してい

る。エンパワーメントを持たせない教育環境におい

て,彼らの学習は,単におとなが期待する通りの応

答の方法を学ぶだけに止まるかもしれない。子ども

を意思決定に参加させ,自分の考えの表現を励ます

には,彼らにメタ認知の技能や方略を教える必要が

ある。このことは,子どもに,自らの学習を意識し

ながらコントロールすること,問題解決や振り返り

の方法,そして,考えたり推論したりしたときに役

立ったものを表現することなどを教えることを含



む。

フィッシャー(Fisher) (1996)は,どのような方法

で,「計画」「実行」「見直し」というアプローチ

の使用が,メタ認知の技能を励ますか,詳しく説明

した1‰このアプローチにおいて,子どもは,個別

に,もしくは協働し合い,自分のやりたい活動につ

いて計画する。彼らの計画は,時間をかけて徐々に

発展するかもしれないし,一つの活動に焦点を合わ

せるかもしれない。子どもは,素材や資源の選択や

計画の実行について責任を負っている。教師の役割

は,言語化したり,問題解決の技能を教えたり,質

問や思考,推論を励ましたり,もしくは,子どもか

ら距離をおいて,彼らにコントロールさせたりする

ことによって,彼らを支援することである。

見直しの時間は特に重要である。見直しの時間

は,子どもに自分のしたこと,作ったこと,学んだ

こと,どのような方法でうまくいったか,他の人に

自分の学んだ技能を教えられたか,といったことに

ついて振り返らせるものである。また,彼らは,こ

の時間によって互いの努力の価値を学んだり,賞賛

を与えたり,次の活動の提案をしたりすることがで

きる。

計画,実行,見直しというサイクルのよって,子

どもは,肯定的な自己の感覚や,「できる」という

態度を含む学習のための統御的な方向付けを発達さ

せる。統御的な方向付けを発達させた子どもは,問

題に挑戦したり,学習に対して肯定的な感覚を持っ

たりすることで,自己の動機付けが可能となる。こ

のアプローチは,学習を通して,参加やエンパワー

メントを励まし,子どもの全体的な発達に貢献し得

る。子どものカリキュラムヘの参加は,教師が彼ら

の関心や動機を土台とすることができるのならば,

教育的な基準や達成の向上に役立つ可能性がある。

⑤問題解決の能力を教えること

フェインバーグやマインデス(1994)は,問題を解

決する能力は,子どもが学ぶ必要のある技能であ

り,社会的,感情的な問題だけでなく,認識的な問

題に適用できる能力であると主張する19)。この問題

解決のパラダイムは,次の5つの基本的なステップを

含んでいる。

1.問題を確認すること

2.可能な解決策について意見を出し合うこと
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3.一つの解決策を選択すること

4.その解決策を試すこと

5.結果を評価すること

このようなアプローチは,子どもが自分の考えを

はっきりと表現することや,難しい状況での感情的

な応答を表現すること,自分の行為に関して責任を

負うこと,そして,ある範囲の向社会的で対人的な

技能を励ますことになる。

⑥子どもが学習者として,自分の達成を表すことを

可能にすること

幼少期において,話し言葉はコミュニケーション

のための最も重要なツールである。しかし,場合に

よっては,異なった表現の使用も励まされるべきで

ある。これらは,ダンスや劇,絵や図を書くことや

遊びの中の象徴的な表現を含むすべての記号作成を

含む。もし,教育者によって,子どもが経験を解釈

しコミュニケートする多様な手段を尊重されるな

ら,彼らは,異なった文化的な文脈において理解

し,意味づけるための自分の能力をよりよく理解す

ることができる。この理解は,教育者に,どのよう

な方法で彼らがカリキュラムを応答的に,文化的に

子どもに関連させることができるか,という情報を

与えることになり得る。

⑦エンパワーメントや参加のための資源を提供する

こと

子どもは,彼らの創造性や知識欲を支援する本,

情報技術,異なったツール,メディア,そして道具

のような多種多様な学習資源へのアクセスを必要と

する。これらの資源は,文化的な多様性を反映する

べきである(彼らの否定的な固定観念には配慮する

必要がある)。彼らの,地球市民としての自分につ

いての理解は,幼少期を通して,世界中の子どもた

ちの生活について学ぶことや,伝統的,現代的な物

語を読むこと,そして,情報技術を使うことによっ

て,徐々に広げられる。

こうした学習資源を利用することにより,子ども

は,自分とは異なるライフスタイルや文化について

そして,グローバルな市民性の概念について学習す

ることができ,これは,肯定的な学習経験となり得

る。

⑧子どもを尊重し,正しく評価すること

幼い子どもは,感情的に教師に依存したり,承認



のために彼らを利用したりするようになるべきでは

ない。しかし,自分の公正さ,正しい認識,敬意,

主張には依存できるようになるべきである。子ども

は,自分の努力や成功によって,そして,危険を冒

したり,間違えたり,物事を肯定的に扱う自信を持

つことを学んだりすることによって,動機付けられ

る。同時に教師は,子どもを信頼し,子どもの考え

や,遊びを含む子どもが始めた活動を尊重しなけれ

ばならない。尊敬や正しい認識は,子どもの努力や

創造性に焦点を当てることによって明らかとなる。

彼らは,自分自身の学習のモニタリングにかかわる

ことができる。そのための方法は,自己評価やポー

トアオリオのためのワークの実例を選択したり,社

会的,感情的な学習を含む異なったカリキュラムの

領域において学んだり達成したりしたことについて

書いたり話したりすることである。

IV 生活科の遊びの質を向上させるために

ここまで,幼少期の子どもに参加の機会やエンパ

ワーメントを与えることの重要性について述べてき

た。エンパワーメントは,統御的な学習や肯定的な

自尊感情から生じる。参加は,自主的,相互依存的

の両方で,選択や決定に関わる知識や技能の獲得に

依存している。その両方は,子どもを身近な,そし

て将来の市民として支援するのに不可欠である2o)。

遊びの重要性の一つに,遊びが彼らに最も身近な参

加の場面であり,エンパワーメントを与えられる機

会となり得ることが挙げられる。しかし,子どもに

エンパワーメントを与える環境が,彼らにとって身

近に存在するとは限らない。このような状況の中で

は,とにかく子どもに遊ばせればいいというわけで

はない。

・参加の機会とエンパワーメントの提供

何よりも,子どもが自由に遊べるようにする必要

がある。北アメリカやヨーロッパでは,遊びを含め

た子どもの活動をプログラム化し,管理する傾向が

ますます強まっている。こうした傾向は,日本の学

校や生活科における遊びにも共通する。 しかし,こ

のような一方的に教師が子どもの遊びを管理するよ

うなかかわり方では,子どもにエンパワーメントが
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与えられることはなく,自主性や創造性も育たな

い。こうした事態を避けるためにも,遊びの選択の

幅を広げる必要がある。

子どもに幅広い選択の機会を設けたり,エンパ

ワーメントを与えることは,教師の放任を意味する

のではない。生活科の遊びにおいても,教師には適

切な支援,指導が求められる。子どもが「･こうした

い」という思いや願いを持ったとき,どのようにす

ればその思いや願いを達成できるか,そのためには

どのような技能が必要か,教師が子どもと一緒に考

え,時には他の子どもと問題を共有し,解決できる

よう支援する必要がある。そのためには,注意深い

子どもの観察が不可欠である。その上で,いつ,ど

のような形で教師が子どもにかかわるか,考えるこ

とが重要である。

・遊びを振り返る場の提供

その場の支援や指導も重要であるが,遊びを振り

返る機会を提供することも教師の重要な役割とな

る。具体的には,遊んだことや次にやりたいこと,

自分の活動に対する自己評価などを記録するといっ

た方法がある。また,言葉だけでなく,絵,動作,

劇化など多様な表現方法を保証する必要がある。そ

の中で,他の子どもたちの工夫を発見したり,自分

の遊びを見直したりすることで,遊びをさらに深め

ることができる。こうした活動のモニタリングに

よって,彼らの遊びはより質の高いものとなる。

・ファシリデーターとしての教師

生活科の遊びにおいても,多くの人とかかわる遊

びを経験させる必要がある。同じ学級や学年の子ど

も同士の遊びも重要であるが,異学年の子どもや教

師と協働したり交渉したりしながら遊ぶこともまた

重要である。このような遊びの中で,子どもは他の

人の意見を聞き,時には妥協をしながら,人とのか

かわり方を学んでいく。遊びを通して,教師や他の

おとなとかかわる機会が増えることは,子どもが後

に地域やその他のコミュニティによりよく参加する

ための基礎となる。おとなを巻き込むことはおとな

の支配を受けることではないと子どもが感じ,おと

なを信頼する雰囲気が生まれるまでには,少し時間

がかかる21)。このような雰囲気を彼らの間につくり



出すための教師の在り方が特に重要となる。

木村(2003)は,教師は,「子どもの『遊び』への

共同参加者として自分を設定する」必要があると述

べている22)。このことは,教師と子どもが同じレベ

ルで存在すべきだと主張するものではなく,教師が

アアシリデーターとしての役割を担うことを意味し

ている。ファシリデーターは,知識を伝える人とし

て働くのではなく,子どもが自分たちで活動できる

よう舞台を整えたり,いろいろな資源(材料,人

材,資金,参考資料など)があることを知らせたり

して子どもたちを助ける人である23)。ファシリデー

ターは,知識や技能を隠すのではなく,子どもが自

分自身で問題を発見したり解決したりすることを支

援するために知識や技能を使うべきである。教師

は,子どもの遊びそのものを教えることはできない

し,教えようとするべきではないのである。

・遊びのための環境の設定

子どもに参加の機会やエンパワーメントを与える

ためには,生活科のカリキュラムにおいても,彼ら

の選択の幅を広げる必要がある。教師には,子ども

の関心や選択,決定に応じた環境を構造化し,提供

する能力が求められる。環境には,人的・物的の両

要素が含まれている。

生活科において,人的な環境の核をなすのは教師

であり,既に述べたように,教師の役割は極めて大

きい。しかし,物的な環境も無視できない。

物的な環境の最大の要素として,遊び空間が挙げ

られる。近年,都市化の進展のために,地域の遊び

空間はとても少なくなり,それに伴い,遊び仲間,

遊び時間も減少している。そのため,子どもが人と

かかわって遊ぶ機会が乏しくなっている。したがっ

て,教師は,子どもの遊び空間をつくったり,その

環境を整えたりする必要がある。

おとなが遊び空間をつくったり,整えたりする場

合,おとなが子どものために用意する遊び空間が,

子どもにとって魅力的であるとは限らないというこ

とに注意しなければならない。おとなが用意する遊

び空間の例の一つに,公園が挙げられる。1995年の

公園調査では,公園が学区内にたくさんありなが

ら,実際に利用されている公園とそうでない公園は

極端に差があった24)。利用率の高い公園には,魅力
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的な遊具がある,利用しやすい場所に立地してい

る,などの条件がある。逆に,利用されていない公

園の特徴は,魅力的な遊び道具(遊具)がない,場

所がわかりにくい,極端に狭かったり細長かったり

と使いにくい形である,子どもにとってアクセスが

悪い,などである。

このことは,公園のようなおとなが用意する遊び

空間に,子どもの意見がほとんど取り入れられてい

ないことを物語っている。そして,このような問題

は,学校の遊び空間においても存在すると考えられ

る。

それでは,学校における遊び空間をどのようにす

ればよいのだろうか。まず,教師は,学校や学校の

まわりにある遊び空間やそこにある遊び道具につい

てよく知る必要がある。優れた教師は,子どもがど

のような環境やものを使って遊ぶか知っている。す

なわち,砂があれば,子どもたちに協力し合う機会

が生まれることを,彼らは知っているのである。ま

た,教師は,遊び空間を子どもと一緒につくり出し

ていく必要がある。そして,彼らの興味,関心およ

び求めに応じて,遊び空間を構成することが求めら

れる。+分に広く,既成遊具が豊富に揃っている遊

び空間が用意されていたとしても,教師がそこに何

の配慮もしなければ,質の高い遊びを喚起するよう

な遊び空間とはなり得ない。

V おわりに

参加やエンパワーメントを支援する学習環境を創

り出すことは簡単ではない。しかし,それには十分

な価値がある。ランスダウン(Lansdown)によれば,

民主的な意思決定の過程は,とても時間がかかり,

時には維持することが困難となるが,長期的な利益

は,子どもが社会的に責任のある個人として参加す

る自信や潜在能力の両方を獲得する最適な機会を持

つ環境を創り出す26)。もし,子どもがさらにエンパ

ワーメントを広げていく｢参加のはしご｣26)を登る

ことが可能ならば,このことは,肯定的な成果とな

る。ハートは,参加のはしごについて,｢子どもが

主体的に取りかかり,子どもが指揮する参加｣をか

なり高いレベルの参加と位置付けている。そして。

｢子どもの遊びの世界以外で,この種のプロジェク



卜を見つけるのは特に難しい」と述べている27)。つ

まり,質の高い遊びの中にこそ,レベルの高い参加

が存在する。質の高い遊びの中で高いレベルの参加

をした子どもは,将来より高いレベルで参加をする

ことができる。そして,そのことが,彼らを,自ら

自己変革でき,よりよく地域に参加できる価値ある

市民へと成長させるだろう。

子どもは,長い子ども時代の中で,遊びを通して

社会で必要とされる様々な技能や能力を身につけて

いく。幼少期における遊びは,子どもの発達課題で

あると言ってもよい。学校においては,幼稚園から

小学校低学年の間が特に重要な期間である。まず,

教師や保護者,そして他のおとなが抱いている子ど

も観,遊び観を見直す必要がある。もしかしたら,

子ども自身の遊び観も変える必要があるかもしれな

い。遊びを軽視し,遊びの機会を与えないことは,

子どもの参加の機会を奪うことになり,それは彼ら

の学習の機会を奪うことにもなる。

生活科で扱われる遊びの一つに,ごっこ遊びがあ

る。子どもは遊びの中で「真似る」「そのものにな

りきる」という疑似体験をすることから,自分の思

いや願いを持ち,自己実現を図っていく28)。ごっこ

遊びの例としては,「飯事ごっこ」「電車ごっこ」

「お店やさんごっこ」等が挙げられる。これらごっ

こ遊びは,本来,自由で自発的な活動である。悧え

ば,「お店やさんごっこ」では,店員や客といった

社会的役割について学んでいく。また,自分の生活

を見直す機会にもなる。ごっこ遊びにおいては,活

動意欲が高まるような環境を構成すること,そし

て,個々の子どもの多様な表現を保証する必要があ

る。

また,昔遊び(伝承遊び)も,生活科でよく扱わ

れる。昔遊びの例としては,「たこあげ」「コマま

わり」「竹馬」「メンコ」「ケン玉」等がある。こ

のような遊びでは,昔遊びに長けた地域の年配者や

年長の子どもに協力してもらうことで,多様な人と

のかかわりが保証される。そして,この遊びで学ん

だことを,これで終わりにするのではなく,年少の

子どもたちに教えるような活動を取り入れること

で,彼らは達成感,成就感を得ることができる。

生活科においては,遊びの必要性を認めることと

同時に,本小論で論じた理論をどのように遊びに反
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映させるかということが重要であり,今後の課題で

あると考えている。子どもの遊びは,学習と区別さ

れるものではない。子どもは遊びの中で学んでい

く。彼らは学習しているという意識を持って遊んで

いないし,意識する必要もない。大切なことは,教

師が子どもの遊びの重要性を認識し,子どもが求め

る役割を確実に果たしていくことである。このよう

な教師の姿勢が,生活科の遊びだけでなく,学校教

育全般に肯定的な影響を与えると信じている。

注

1)幼稚園教育要領に関する調査研究協力者会議

「幼稚園教育の在り方について」昭和61年

2)布谷光俊『幼・小の接続,発展と生活科』近代

文藷社, 1995年, 166頁

3)同上書, 165一166頁
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調されているにも関わらず,あまり研究が進ん

でいるとはいえない。そのため,本小論では,
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7) Liz Wood,PαΓticitation and Learning in Early

a疏

Children as CitizeﾀIS, Jessica Kingsley Publishers,

1998
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た。

9) Osier. A, Learning to ParKcij)ate,Development

Education Center, 1996, p.36

10)エンパワーメントとは,みんなで力を合わせ,

ともに力を合わせ,ともに力をつけ,一人ひと

りがその入らしく活動する中で,文化的,社会

的,政治的,経済的状況などを変えていく力を

持つことであり,そのような能力や権限を与え

ることである(現代用語の基礎知識2004,自由

国民社および情報・知識imidas2 0 0 3 , 集英

社)。

レン・マスターマン(Masterman, L)は,「権力を

持つものによって操作され簒奪された潜在的能

力を奪還し,自分のあるがままの感情に誠実に
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加)において,子どもの参加について8つのレベ

ルを設定し,はしごに例え分かりやすく説明し

ている。Roger A. Hart, Child,�sP沁吟社:

TTie Theory and Practice of Involving Young

Citizens in Community development and

Environmental Care. ,UK: Earthscan Publications,

1997, pp.40-55
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